
日本教育保健学会年報第 11 号 

 

巻頭言 

・研究会から学会へ－変わるものと変わらないもの 

藤田和也（一橋大学） 

 

第Ⅰ部 

〔総説〕 

・教育保健学の人間形成論的基礎－教育人間学的「教育保健」概念の検討－ 

瀧澤利行（茨城大学） 

・通常学級における病気療養児の長期欠席問題と特別な教育的配慮の課題－不登校の長期欠席問

題との共通性と独自性の検討を中心に－ 

猪狩恵美子（東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科博士課程・東京都立光明養護学校）・高橋

智（東京学芸大学教育学部・連合学校教育学研究科） 

 

〔論文〕 

・“健康”意識に関する研究～スウェーデンと日本の子どもの比較～ 

戸野塚厚子（宮城学院女子大学） 

・学校保健関連誌に占める質的研究の割合と特徴（1997-2002）－学校保健研究、日本養護教諭教

育学会誌、日本教育保健研究会年報の比較－ 

岡田加奈子（千葉大学）・酒井都仁子（長南町立西小学校） 

・中学生の自己身体意識の検討～身長・体重の実測値と希望値のローレル指数換算による比較を中

心に～ 

数見隆生（宮城教育大学） 

・学校における心理的な相談援助活動のあり方－質問紙による実態調査と先進事例の聞き取り調査

より－ 

労軼深（東華大学）・藤田和也（一橋大学） 

 

〔研究資料〕 

・アメリカ合衆国 National Health Education Standards に関する研究 

和田雅史（国際基督教大学高等学校） 

 

第Ⅱ部 資料 

・共同研究プロジェクト中間報告「保健室登校」の教育的意義に関する検討 

・ 第１０回日本教育保健研究会（2003 年 3 月 29・30 日：一橋大学）報告 

シンポジウム「今日の子どもの発達的特徴と教育保健の課題」報告 



課題別セッション報告 

①学校における養護機能を考える 

②日本の近代学校成立期にみる学校衛生の特徴 

③保健科教育の将来を考える 

④学校における相談援助活動と養護教諭の役割 

⑤保健室登校相談援助実践の分析 
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